
編集後記●私事ですが，この4月に和歌山に転勤とな  

りました．企業にてORの応用研究・開発18年，本社  

にて情報化企画3年．その後の製鉄所システム部勤務  

でありまして，所内経営会議に出席したり，工場巡視  

をしたりと，今までとは異なり，ものづくりの現場近  

くにいて，楽しさと品質・コスト・納期に対する厳し  

さを感じています．新しいパイプ工場建設も真っ・最中  

であー）ます．近くに来られる時には，ご一報願います  

●閑話休題．先日，製鉄所の生産管理部門のキーマン  

と会話の機会があり，「工場長は，頭の中にモデルを  

もっている」ということになト）ました．たとえば，ジョ  

ブ・ショップ型工場があるとする．工場長は，まず製  

造の中心で，ネックになりやすい主要な設備を対象と  

したモデルをもつ（シンプルモデル）．稼働率・品質・  

設備間仕掛在庫・納期はどうか？トラブル時の勘  

所・工場運営の重点をどこにおくか？ 生産量・品質・  

コストはどうか？（目的関数）．そして，工場長は経験  

とともに，シンプルモデルに他の補助的設備を追加し  

て，課題に合わせモデルをより細かくしていくとのこ  

と．いわば，工場長は，多くの作業員をリードする指  

揮官として頭の中に工場運営経験にもとづいたモデル  

を持ち，その時の重点課題を特定して，その解決方針  

をだし課題にたちむかっているのである●今月の特集  

は「ユーザのための数理計画入門」である．各テーマ  

ともその分野のトップクラスの方々の執筆であり，読  

んでいて楽しく，かつ力作ばかりである．「数理計画は  

単に数学モデルの解法道具だけではなく広く問題解決  

の道具である」「モデル化に当たっての大切なポイント  

は，重要な変数・制約および目的関数を厳選し，なる  

べくシンプルなモデルを作って解く，ということを反  

復することだ」と説く．まさに，工場長と同じだ．工  

場長は数式は使わないにしても頭の中でこのプロセス  

をおこなっているに違いない．これぞOR！！●ORとは，  

生産現場に近くいると，真に，「解決のためのモデルづ  

くりとその反復」という感を強くする．本特集の続編  

をぜひお願いする次第です．  （上野 信行）  
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